
 

電 源  

定格 

高 さ  
奥 行 き  

本 体  
満 水 時  

幅 

操 作  
表 示  

製品質量 

外形寸法 

操 作 部  

配管接続口径 給湯・給水口 

仕　様　表 

SRG-3764SA-BL SRG-4664SA-BL

81-18895〒 81-18894〒 

仕様表 

T020251A

SRG-3764SA-BL、SRG-4664SA-BL
仕様書 

RMC-4リ モ コ ン  

4芯 φ4.2mm   
 LM-503B（3ｍ）、LM-505B（5ｍ）、LM-507B（7ｍ）、LM-510B（10ｍ）、LM-515B（15ｍ）、LM-520B（20ｍ） 

リモコンケーブル  

GT-60B（給湯用　1m）、GT-61B（給水用　0.5m） 絶 縁 パ イ プ  
GT-B460S
GT-30B

脚 部 カ バ ー  
ア ー ス 棒  

別売部品 

形 名  

約70℃～約90℃（自動節約）　約70℃（低）、約90℃（高） タンク沸き上げ湯温  

高耐食フェライト系ステンレス鋼板 タ ン ク  

銅パイプシーズヒーター タ ン ク 発 熱 体  
塗装鋼板（マンセル3.7Y8.4／0.9） ケ ー ス  

グラスウール 保 温 材  
電流動作形　感度15ｍＡ　0.1sec（200 Ｖ　30Ａ） 漏 電 遮 断 器  

温水器本体付属部品 

バイメタル 温 度 過 昇 防 止 器  
サーミスタ 

湯温設定スイッチ（自動節約・低・高）、漏電遮断器（電源レバー、テストボタン） 
沸き上げ中ランプ 

減圧弁（80kPa）・負圧作動弁付逃し弁（97kPa）内蔵 ※絶縁パイプは内蔵されていません。 
上部振れ止め金具（2個）、脚固定金具（2個） 

温 度 調 節 器  

製品部品仕様 

深夜電力通電制御型（8時間）／時間帯別電灯対応通電制御型（別売リモコン接続時） 適 用 電 力 制 度  

配管内蔵防雨タイプ 機 種 区 分  

形 名  

屋外（屋内設置可） 設 置 場 所  

0.46m3 (460L)　 0.37m3 (370L)タ ン ク 容 量  
単相200V

5.4kW4.4kW
約4W

2035mm
500mm
970mm

約92kg
約552kg

SRG-3764SA-BL SRG-4664SA-BL

100kPa

1730mm

約78kg
約448kg

最 高 使 用 圧 力  
配 管 位 置  

Ｒ3／4ネジ（20Ａ） 
アース端子 

本体下部 

ア ー ス  
型 式 認 可 番 号  

W009-20001-017給水器具認証書番号 

制 御 用  
発 熱 体  

三菱　電気温水器 
深夜電力通電制御型（8時間）／時間帯別電灯対応通電制御型（別売リモコン接続時） 

¡この製品は、本体のみの場合「深夜電力通電制御型」としての使用になりますが、別売リモコンを接続することにより「深夜電力 
　通電制御型」としても、昼間沸き増しのできる「時間帯別電灯対応通電制御型」としても使用できます。 

電力用 
深夜 
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品
　
　
　
　
名
 

材
　
　
　
　
質
 

個
数
 

備
考
 

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

構
造
図
 

T
02
02
52
A

S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

 

絶
縁
パ
イ
プ（
給
水
側
） 

給
湯
口
 

黄
銅
 

ケ
ー
ス
上
 

運
搬
用
取
手
 

タ
ン
ク
 

ケ
ー
ス
 

保
温
材
 

塗
装
鋼
板
 

耐
候
性
P
P
樹
脂
 

フ
ェ
ラ
イト
系
ス
テ
ン
レ
ス
 

塗
装
鋼
板
 

グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
 

制
御
基
板
 

発
熱
体
 

ケ
ー
ス
下
 

銅
パ
イ
プ
シ
ー
ズ
ヒ
ー
タ
ー
 

R
3/
4ネ
ジ
 

A
C
20
0V

亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
 

冷
間
圧
延
鋼
鈑
 

器
体
脚
 

亜
鉛
メ
ッ
キ
 

温
度
過
昇
防
止
器
 

バ
イ
メ
タ
ル
式
 

電
磁
接
触
器
 

20
0V
タ
ー
ミ
ナ
ル
 

2P
,2
00
V

漏
電
遮
断
器
 

温
度
検
知
セ
ン
サ
ー
 

残
湯
量
表
示
セ
ン
サ
ー
 

電
流
動
作
形
 

  サ
ー
ミ
ス
タ
 

サ
ー
ミ
ス
タ
 

空
気
抜
き
弁
 

補
強
リ
ン
グ
 

減
圧
弁（
給
水
口
） 

負
圧
作
動
弁
付
逃
し
弁
 

80
kP
a

97
kP
a

排
水
栓
 

上
部
振
れ
止
め
金
具
 

脚
固
定
金
具
 

絶
縁
パ
イ
プ（
給
湯
側
） 

脚
部
カ
バ
ー
 

G
T
-6
0B
（
長
さ
1m
） 

G
T
-6
1B
（
長
さ
0.
5m
） 

G
T
-B
46
0S

11 1 2 2 2 1 1 2 1 6 2 2 1 1 2 3 1 2 1 1 2 2 2 1 1

耐
熱
塩
ビ
 

電
気
亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
 

青
銅
鋳
物
 

青
銅
鋳
物
 

青
銅
鋳
物
 

亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
 

亜
鉛
メ
ッ
キ
鋼
板
 

耐
熱
塩
ビ
 

塗
装
鋼
板
 

印
は
別
売
部
品
で
す
。
 

別
 

別
 

別
 

別
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9
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S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

外
形
寸
法
図
 

T
02
02
53
A

形
　
　
名
 

タ
ン
ク
容
量
（

L）
 

定
格
消
費
電
力
（

kW
）
 

本
体
 

満
水
時
 

A B C D

質
量
 

（
kg
）
 

寸
法
 

（
m

m
）
 

S
R

G
-3

76
4S

A
-B

L

37
0

4.
4

78 44
8

1,
73

0

1,
69

5
1,

54
5

1,
71

8

S
R

G
-4

66
4S

A
-B

L

2,
00

0

46
0

5.
4

92 55
2

2,
03

5

1,
85

0

2,
02

3

20 20 30

脚
固
定
金
具
（
付
属
部
品
）
 

●
温
水
器
の
重
量
に
十
分
耐
え
る
基
礎
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
46
0L
で
満
水
時
約
55
2k
g）
 

●
器
体
脚
、
上
部
振
れ
止
め
金
具
は
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
等
で
必
ず
固
定
し
て
 

   
く
だ
さ
い
。
（
後
側
の
器
体
脚
の
固
定
が
で
き
な
い
場
合
は
付
属
の
脚
固
 

　
定
金
具
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
）
 

12
4

50 94
186 10

2-
φ

16
穴
 

器
体
脚
詳
細
図
 

68 15

64

14

83

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
 

M
10
 固
定
位
置
 

2
×
2
-M
1
0
ｱﾝ
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾙﾄ
 

19

70
7

94
94

40180

366115

上
部
振
れ
止
め
金
具
 

35

45

2
-M
1
0
ｱﾝ
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾙﾄ
 

(器
体
脚
固
定
用
)

150C

B

A

D

66
0

最大80

(付
属
部
品
)

4
-M
1
0
ア
ン
カ
－
ボ
ル
ト
 

(上
部
振
れ
止
め
金
具
固
定
用
)

12
9

46
5

80
1

196 54

500

19

52
54

37
9

87

73

50

排
水
口
(φ
4
5
穴
)

給
水
口
（
φ
3
9
穴
）
 

ﾘﾓ
ｺﾝ
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ口
(φ
2
1
穴
)

給
湯
口
（
φ
3
9
穴
）
 

6
-M
1
0
ｱﾝ
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾙﾄ
 

電
源
ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙ口
(φ
3
9
穴
)

(器
体
脚
固
定
用
)

33
2

66
39

97
0

(脚
固
定
金
具
固
定
用
)

46
5

ケ
ー
ス
下
部
：
上
面
透
視
図
 

ケ
ー
ス
下
部
：
上
面
透
視
図
 

正
　
面
 

上
　
面
 

脚
固
定
金
具
使
用
時
 

90 60
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G
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A
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深
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電
力
通
電
制
御
型
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管
内
蔵
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雨
タ
イ
プ
 

結
線
図
 

T
02
02
54
A



据
付
工
事
 

S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

据
付
工
事
 

T
02
02
55
A

●
配
管
の
放
熱
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
た
め
、
使
用
頻
度
の
多
い
台
所
近
く
が
最
適
で
す
。
 

●
室
内
（
機
械
室
な
ど
）
に
据
付
け
る
場
合
は
通
気
口
を
設
け
、
密
閉
室
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●
浴
室
な
ど
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
に
は
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●
保
守
、
点
検
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
体
が
故
障
し
た
と
き
や
 

　
交
換
時
の
搬
入
、
搬
出
が
で
き
る
よ
う
に
側
面
の
ス
ペ
ー
ス
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
 

基
礎
工
事
 

埋
込
み
ア
ン
カ
ー
の
場
合
（
屋
内
の
場
合
）
 

防
水
堤
 

後
打
ち
ア
ン
カ
ー
の
場
合
（
屋
外
の
場
合
）
 

後
打
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
（
Ｍ
10
ね
じ
）
 

地
面
 

(m
m
)

７
０
 
１
５
０
 ３
０
０
 

以
上
 

６
０
以
上
 

５
０
 

砕
石
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

脚
固
定
方
法
 

●
脚
は
地
震
時
の
転
倒
防
止
の
た
め
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
使
用
し
て
床
面
に
固
定
し
ま
す
。
 

①
付
属
の
脚
固
定
金
具
を
Ｍ
１
0ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
右
図
の
位
置
に
固
定
し
ま
す
。
 

②
本
体
を
矢
印
の
方
向
に
移
動
さ
せ
、後
脚
を
脚
固
定
金
具
の
爪
に
は
め
込
み
ま
す
。
 

③
前
脚
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
し
ま
す
。
 

据
付
場
所
の
選
定
 

●
温
水
器
と
建
物
と
の
す
き
間
寸
法
は
各
都
市
の
火
災
予
防
条
例
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

床
面
工
事
 

●
温
水
器
の
質
量（
46
0L
で
満
水
時
55
2k
g、
36
0L
で
満
水
時
約
44
8k
g）
に
十
分
耐
え
る
基
礎
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
屋
内
設
置
の
場
合
は
床
面
の
防
水
、防
水
堤
お
よ
び
排
水
処
理
工
事
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

●
雨
や
雪
が
降
っ
た
と
き
、
水
た
ま
り
が
で
き
て
水
に
つ
か
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
絶
対
に
 

　
据
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

●
積
雪
地
区
に
据
付
け
る
場
合
に
は
、
雪
を
防
ぐ
た
め
に
小
屋
が
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

上
部
振
れ
止
め
工
事
 

①
本
体
上
面
に
取
付
け
て
あ
る
上
部
振
れ
止
め
 

　
金
具
を
外
し
上
向
き
に
取
付
け
ま
す
。
 

②
上
部
振
れ
止
め
金
具
を
壁
に
固
定
し
ま
す
。
 

後
脚
が
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
で
き
な
い
場
合
 

・
買
換
え
時
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
新
た
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
打
っ
て
 

　
く
だ
さ
い
。
 

・
後
打
ち
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
場
合
は
下
表
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
 

【
お
願
い
】
 

¡
脚
固
定
金
具
で
本
体
を
固
定
す
る
場
合
は
、
上
部
振
れ
止
め
金
具
に
よ
る
固
定
も
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
お
願
い
】
 

床
面
の
防
水
・
排
水
処
理
工
事
を
す
る
 

処
理
工
事
し
な
い
と
水
漏
れ
が
起
き
た
と
き
、
 

大
き
な
被
害
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

脚
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
 

固
定
し
な
い
と
、
地
震
の
時
本
体
が
倒
れ
て
 

け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

脚
を
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
で
固
定
す
る
 

固
定
し
な
い
と
地
震
の
と
き
、
 

本
体
が
倒
れ
て
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

本
体
上
面
 

本
体
上
面
 

上
部
振
れ
止
め
後
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
 

（
Ｍ
10
ね
じ
）
 

床
ス
ラ
ブ
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
 

７
０
～
８
０
 

(m
m
)

２
０
以
上
 

後
打
ち
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
施
工
例
 

ド
リ
ル
等
で
予
め
穴
 

を
あ
け
て
お
き
ま
す
。
 

脚
 

ナ
ッ
ト
ワ
ッ
シ
ャ
ー
を
は
 

め
、
脚
を
固
定
し
ま
す
。
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
入
れ
、
ハ
ン
マ
ー
 

等
で
ピ
ン
を
打
ち
込
み
ま
す
。
（
ア
ン
 

カ
ー
ボ
ル
ト
は
開
脚
密
着
し
ま
す
。
）
 

M
10
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
 

こ
の
製
品
は
「
組
込
み
形
等
電
気
機
器
の
設
置
に
関
す
る
自
主
基
準
」（
平
成
6年
11
月
18
日
改
正
社
団
法
人
日
本
電
機
工
業
会
）

設
置
基
準
適
合
品
の
た
め
、
建
築
物
の
可
燃
物
等
か
ら
の
離
隔
距
離
は
、
上
下
、
左
右
、
前
後
方
向
と
も
０
m
m
以
上
で
す
。
た
だ

し
、
故
障
時
や
交
換
時
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
上
図
に
示
す
寸
法
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
 

設
置
基
準
適
合
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト（
脚
固
定
用
　
形
名
：
G
Z
-B
2）
 
寸
法（
㎜
） 

10

直
　
径
 

60全
　
長
 

25

ね
じ
の
長
さ
 

10
.5

ド
リ
ル
径
 

35

埋
込
み
深
さ
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
寸
法
 

前
方
 

60
0m
m
 

以
上
 

上
方
 

20
0m
m
以
上
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
固
定
後
 

M
10
 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
 

脚
固
定
金
具
 

（
付
属
部
品
）
 

本
体
 

・
引
張
荷
重
が
49
00
N
（
50
0k
gf
）
以
上
に
耐
え
る
壁
、
ま
た
は
桟
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。
 

・
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
は
引
き
抜
き
力
が
24
50
N
（
25
0k
gf
）
以
上
に
な
る
施
工
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

・
後
打
ち
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
の
場
合
は
右
表
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
 

【
お
願
い
】
 

寸
法（
㎜
） 

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト（
脚
固
定
用
　
形
名
：
G
Z
-B
2）
 

10

直
　
径
 

60

全
　
長
 

25

ね
じ
の
長
さ
 

10
.5

ド
リ
ル
径
 

35

埋
込
み
深
さ
 

２
階
以
上
に
据
付
け
る
場
合
は
、上
部
振
れ
止
め
 

金
具
で
本
体
を
固
定
す
る
 

固
定
し
な
い
と
地
震
の
と
き
、
 

本
体
が
倒
れ
て
け
が
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ガ
ス
類
や
引
火
物
の
近
く
に
は
据
付
け
な
い
 

発
火
・
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

【
お
願
い
】
 

脚
部
カ
バ
ー
を
取
付
け
る
場
合
、温
水
器
本
体
を
据
付
け
る

前
に
脚
部
カ
バ
ー
の
支
持
板
を
本
体
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

2
×
2
-M
1
0
ｱﾝ
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾙﾄ
 

19

70
7

94
94

40180

2
-M
1
0
ｱﾝ
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾙﾄ
 

(器
体
脚
固
定
用
)

(脚
固
定
金
具
固
定
用
)

46
5



S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

配
管
工
事
 

T
02
02
56
A

¡
絶
縁
パ
イ
プ
は
三
菱
純
正
別
売
部
品
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
 

¡
口
径
は
8
0
m
m
以
上
の
排
水
ホ
ッ
パ
ー
や
 

　
排
水
ト
ラ
ッ
プ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

排
水
口
空
間
5
0
m
m
 

（
H
A
S
S
2
0
6
に
よ
る
）
 

¡
ホ
ッ
パ
ー
と
排
水
口
の
間
を
開
け
排
水
口
 

　
空
間
（
5
0
m
m
以
上
）を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
 

¡
ホ
ッ
パ
ー
と
排
水
口
の
中
心
位
置
を
確
実
に
 

　
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
（
排
水
時
に
水
が
飛
び
散
っ
て
床
面
を
濡
ら
 

　
  
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）
 

¡
給
湯
配
管
は
耐
熱
、耐
食
性
な
ど
、耐
久
性
の
点
か
ら
銅
管
や
ス
テ
ン
レ
ス
管
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

¡
給
水
配
管
は
合
成
樹
脂
内
面
処
理
鋼
管
、又
は
銅
管
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

¡
給
水
配
管
に
は
タ
ン
ク
の
掃
除
や
点
検
な
ど
水
源
を
止
め
る
と
き
に
必
要
な
温
水
器
専
用
止
水
栓
を
必
ず
取
り
付
け
て
 

　
く
だ
さ
い
。
 

¡
排
水
配
管
は
、排
水
時
に
高
温
（
約
9
0
℃
）
の
湯
が
排
水
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、耐
熱
性
の
あ
る
材
料
を
 

　
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
内
径
5
0
m
m
以
上
、配
管
勾
配
1
/5
0
以
上
）
 

¡
排
水
配
管
は
、ケ
ー
ス
底
面
に
排
水
口
の
穴
（
φ
4
5
m
m
）が
あ
い
て
い
ま
す
の
で
口
径
8
0
m
m
以
上
の
排
水
ホ
ッ
 

　
パ
ー
を
使
用
し
、排
水
口
か
ら
排
水
が
こ
ぼ
れ
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

排
水
ホ
ッ
パ
ー
 

排
水
配
管
 

排
水
口
 

¡
水
漏
れ
や
故
障
の
と
き
な
ど
水
源
を
 

　
止
め
る
た
め
に
必
要
で
す
か
ら
必
ず
 

　
温
水
器
専
用
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

温
水
器
専
用
止
水
栓
 

¡
ホ
ー
ス
の
先
端
は
排
水
ホ
ッ
パ
ー
の
 

　
中
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

減
圧
弁
用
ホ
ー
ス
 

絶
縁
パ
イ
プ
 

G
T
-6
1B
（
別
売
） 

逃
し
弁
用
ホ
ー
ス
 

¡
ホ
ー
ス
の
先
端
は
排
水
ホ
ッ
パ
ー
の
 

　
中
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

空
気
抜
き
弁
用
ホ
ー
ス
 

¡
ホ
ー
ス
の
先
端
は
排
水
ホ
ッ
パ
ー
の
 

　
中
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

絶
縁
パ
イ
プ
 

G
Tー
60
B（
別
売
） 

湯
水
混
合
栓（
シ
ャ
ワ
ー
付
） 

50mm 
以上 



S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

電
気
工
事
 

T
02
02
57
A

定
格
電
圧
 

定
格
消
費
電
力
 
ブ
レ
ー
カ
ー
定
格
 

ケ
ー
ブ
ル
の
太
さ
 

種
類
 

形
　
　
名
 

単
相
20
0V
（
深
夜
電
力
） 
4.
4k
W

30
A

V
V

φ
2.
6m
m
2

単
相
20
0V
（
深
夜
電
力
） 
5.
4k
W

40
A

V
V

8m
m
2 （
φ
3.
2m
m
）
 

引
込
配
線
工
事
 

引
込
口
か
ら
温
水
器
ま
で
の
回
路
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
 

別
売
の
リ
モ
コ
ン
（
R
M
C
-4
）
を
接
続
し
て
時
間
帯
別
電
灯
制
度
で
使
用
す
る
と
き
の
回
路
は
下
図
の
と
お
り
で
す
 

電
力
量
計
 

記
号
 

内
　
　
容
 

W
H

単
相
３
線
 

単
相
２
線
 

20
0V
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
 

B

S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L

S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

ブ
レ
ー
カ
ー
の
定
格
と
ケ
ー
ブ
ル
の
太
さ
 

タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
 

T
S

記
号
の
内
容
 

深
夜
電
力
で
使
用
す
る
場
合
 

電
力
量
計
 

記
号
 

内
　
　
容
 

W
H

ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
 

単
相
３
線
 

単
相
２
線
 

20
0V
電
源
ブ
レ
ー
カ
ー
 

B

記
号
の
内
容
 

電
気
設
備
基
準
及
び
内
線
規
程
に
基
づ
い
て
必
ず
指
定
工
事
業
者
が
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
通
電
確
認（
試
運
転
）は
必
ず
タ
ン
ク
を
満
水
に
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
専
用
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
は
深
夜
電
力（
8時
間
）用
で
す
。
電
力
会
社
へ
の
タ
イ
ム
ス
イ
ッ
チ
申
請
は
、各
型
式
に
応
じ
て
適
切
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
ブ
レ
ー
カ
ー（
配
線
用
遮
断
器
）お
よ
び
電
線 （
ケ
ー
ブ
ル
）の
太
さ
は
内
線
規
程（
下
表
参
照
）に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
 

引
込
線
取
付
点
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
間
の
ケ
ー
ブ
ル
の
太
さ
は
、一
般
負
荷
と
温
水
器
を
見
込
ん
だ
サ
イ
ズ
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
お
願
い
】
 

前
面
カ
バ
ー
 

ネ
ジ
 

ひ
っ
か
け
 

ツ
メ
 

保
護
ア
ー
ス
（
接
地
）
工
事
 

●
万
一
の
感
電
事
故
防
止
の
た
め
電
気
設
備
技
術
基
準
お
よ
び
内
線
規
程
に
基
づ
き
、
必
ず
電
気
 

　
工
事
士
に
よ
る
Ｄ
種
（
第
３
種
）
接
地
工
事
（
接
地
抵
抗
値
10
0Ω
以
下
）
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
万
一
の
感
電
事
故
防
止
の
た
め
電
気
設
備
技
術
基
準
お
よ
び
内
線
規
程
に
基
づ
き
、
必
ず
電
気
 

　
工
事
士
に
よ
る
Ｄ
種
（
第
３
種
）
接
地
工
事
（
接
地
抵
抗
値
10
0Ω
以
下
）
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
水
道
管
、
ガ
ス
管
へ
の
接
地
、
お
よ
び
他
器
具
用
ア
ー
ス
と
の
共
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

 ●
避
雷
針
の
接
地
と
２
ｍ
以
上
離
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ①
別
売
部
品
ア
ー
ス
棒
（
G
T-
30
B
）
と
市
販
の
ア
ー
ス
線
（
IV
電
線
3.
5m
m
2  
緑
色
）
を
 

　
半
田
付
け
ま
た
は
中
継
端
子
で
接
続
し
ま
す
。
 

①
前
カ
バ
ー
の
7本
の
ネ
ジ
を
外
し
た
後
、
前
面
カ
バ
ー
を
手
前
に
引
い
て
下
ろ
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
本
体
下
部
の
電
源
ケ
ー
ブ
ル
口
か
ら
20
0V
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
、
20
0V
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
導
き
ま
す
。
 

③
20
0V
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
付
い
て
い
る
圧
着
端
子
を
指
定
の
カ
シ
メ
工
具
で
20
0V
電
源
ケ
ー
ブ
ル
に
カ
シ
メ
ま
す
。
 

⑤
ケ
ー
ブ
ル
押
え
板
で
20
0V
電
源
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
ま
す
。
 

⑥
前
面
カ
バ
ー
を
本
体
に
取
付
け
ま
す
。
 

④
20
0V
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
20
0V
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
端
子
を
接
続
し
ま
す
 

 （
締
付
ト
ル
ク
3.
2N
・
m（
33
kg
f・
cm
）以
上
、線
間
絶
縁
距
離
6m
m
以
上
） 

②
ア
ー
ス
線
を
電
源
ケ
ー
ブ
ル
口
か
ら
通
し
、
20
0V
タ
ー
ミ
ナ
ル
左
下
の
保
護
ア
ー
ス
 

　
に
接
続
し
ま
す
。
 

③
ア
ー
ス
棒
を
湿
気
の
あ
る
と
こ
ろ
で
地
中
30
cm
以
上
の
深
さ
に
打
ち
込
み
ま
す
。
 

工
事
に
不
備
が
あ
る
と
、
 

故
障
や
漏
電
の
と
き
感
電
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

必
ず
ア
ー
ス
工
事
を
す
る
 

ア
ー
ス
棒
 

（
集
合
住
宅
の
場
合
は
ア
ー
ス
配
線
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
）
 

20
0V

T
S
W
H

温
水
器
 

B

引
込
線
 

取
付
点
 

一
般
負
荷
 

温
水
器
 

電
源
20
0V
配
線
 

電
気
工
事
 

ケ
ー
ブ
ル
の
太
さ
は
将
来
容
量
の
大
き
い
温
水
器（
36
0L
か
ら
46
0L
）に
買
替
え
て
も
可
能
な
よ
う
に
1ラ
ン
ク
上
の
サ
イ
ズ
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

お
知
ら
せ
 

時
間
帯
別
電
灯
で
使
用
す
る
場
合
 

20
0V

B

JB
引
込
線
 

取
付
点
 

W
H

一
般
負
荷
 

【
お
願
い
】
 

20
0V
 

タ
ー
ミ
ナ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
押
え
板
 

保
護
ア
ー
ス
 

電
源
ケ
ー
ブ
ル
は
補
強
板
の
 

裏
側
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。
 

20
0Ｖ
タ
ー
ミ
ナ
ル
 

20
0Ｖ
電
源
ケ
ー
ブ
ル
 

電
源
ケ
ー
ブ
ル
口
 



リ
モ
コ
ン
 R
M
C
-4（
別
売
） 

T
02
02
58
A

S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

沸
き
増
し
 

満タ
ン 

時
計
セ
ッ
ト
 

：
 

時
 
分
 

湯
温
設
定
 

ス
タ
ー
ト
／
ス
ト
ッ
プ
 

ブ
ザ
ー
時
間
設
定
 

湯
温
表
示
 

℃
 

ブ
ザ
ー
 

　時
計
 

セ
ッ
ト
 

昼
間
　夜
間
 

湯
温
 

℃
 

分
後
 

残
湯
量
 

未
満
 

湯
量
ご
注
意
 

以
上
 
Ｌ
 

湯
温
設
定
 低
 

中
 
高
 

自
動
 

節
約
 

93 83.5

198

96
23

21.5

φ
4.

5
（
取
付
穴
）
 

φ
4.

5×
10
穴
 

（
取
付
穴
）
 

12

8
6

こ
の
リ
モ
コ
ン
は
本
体
と
の
組
合
せ
に
よ
り
契
約
に
応
じ
て
「
深
夜
電
力
通
電
制
御
型
」
 

と
し
て
も
、昼
間
沸
き
増
し
の
で
き
る
「
時
間
帯
別
電
灯
対
応
通
電
制
御
型
」
と
し
て
も
 

使
用
で
き
ま
す
。
 

※
リ
モ
コ
ン
下
部
の
フ
タ
内
部
の
時
計
セ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
及
び
沸
き
増
し
ス
イ
ッ
チ
は
 

　
「
時
間
帯
別
電
灯
」
料
金
制
度
加
入
時
に
の
み
使
用
し
ま
す
。
 

　
（
「
深
夜
電
力
」
契
約
時
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。
）
 

4
芯
　
φ
4
.2
m
m（
グ
レ
ー
）
 

壁
貫
通
穴
径
 

適
用
電
線
管
 

φ
1
4
m
m
以
上
 

呼
び
径
1
9

時
計
機
能
、時
間
帯
表
示
、沸
き
上
げ
中
表
示
、沸
き
上
げ
湯
温
設
定
（
自
動
節
約
・
 

低
・
中
・
高
）、
残
湯
量
表
示
（
1
5
0
L
以
上
・
1
0
0
L
以
上
・
5
0
L
以
上
・
5
0
L
未
満
）
 

湯
量
ご
注
意
表
示
、お
知
ら
せ
ブ
ザ
ー
（
1
～
3
0
分
）
 

ブ
ザ
ー
時
間
設
定
、ス
タ
ー
ト
／
ス
ト
ッ
プ
、湯
温
表
示
、湯
温
設
定
、 

時
計
セ
ッ
ト（
時
・
分
）、
満
タ
ン
沸
き
増
し
 

※
「
時
間
帯
別
電
灯
」
で
契
約
の
場
合
の
み
、満
タ
ン
沸
き
増
し
 

機
　
能
 

操
　
作
 

デ
ジ
タ
ル
表
示（
現
在
時
刻
・
タ
ン
ク
沸
き
上
げ
湯
温
・
ブ
ザ
ー
設
定
時
間
／
残
時
間
）、
 

時
間
帯
表
示（
昼
間
・
夜
間
）、
沸
き
上
げ
湯
温
設
定
表
示（
自
動
節
約
・
低
・
中
・
高
）、
 

残
湯
量
表
示（
1
5
0
L以
上
・
1
0
0
L以
上
・
5
0
L以
上
・
5
0
L未
満
）、
湯
量
ご
注
意
表
示
、 

沸
き
上
げ
中
表
示
、満
タ
ン
沸
き
増
し
表
示
 

表
　
示
 

（
液
　
晶
）
 

リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
 

（
別
売
部
品
）
 

正
面
 

側
面
 

¡
こ
の
リ
モ
コ
ン
は
防
水
タ
イ
プ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
屋
外
や
浴
室
な
ど
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
、蒸
気
や
水
し
ぶ
き
の
 

　
か
か
る
と
こ
ろ
に
は
取
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

¡
下
記
の
場
所
に
は
取
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

　
・
直
射
日
光
の
あ
た
る
と
こ
ろ
 

　
・
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
高
温
（
5
0
℃
以
上
）に
な
る
と
こ
ろ
 



S
R
G
-3
76
4S
A
-B
L、
S
R
G
-4
66
4S
A
-B
L

深
夜
電
力
通
電
制
御
型
、配
管
内
蔵
防
雨
タ
イ
プ
 

電
気
工
事
 

T
02
02
59
A

（
1）
リ
モ
コ
ン
は
必
ず
室
内
に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

（
2）
リ
モ
コ
ン
は
ス
イ
ッ
チ
操
作
が
容
易
に
で
き
、表
示
も
良
く
見
え
る
と
こ
ろ（
目
の
位
置
よ
り
少
し
下
側
の
と
こ
と
）に
取
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

¡
浴
室
な
ど
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ
 

¡
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
高
温（
50
℃
以
上
）に
な
る
と
こ
ろ
 

¡
直
射
日
光
の
あ
た
る
と
こ
ろ
 

¡
蒸
気
や
水
し
ぶ
き
の
か
か
る
と
こ
ろ
 

リ
モ
コ
ン
は
下
記
の
場
所
に
は
取
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

【
お
願
い
】
 

リ
モ
コ
ン
取
付
・
接
続
工
事
 

取
付
場
所
の
選
定
 

リ
モ
コ
ン
の
取
付
 

ケ
ー
ブ
ル
露
出
配
線
の
と
き
 

ケ
ー
ブ
ル
埋
込
配
線
の
と
き
 

リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
と
温
水
器
の
接
続
 

リ
モ
コ
ン
 

ケ
ー
ブ
ル
 

湯
温
設
定
 

ス
タ
ー
ト
／
ス
ト
ッ
プ
 

ブ
ザ
ー
時
間
設
定
 

湯
温
表
示
 

℃
 

ブ
ザ
ー
 

　時
計
 

セ
ッ
ト
 

昼
間

　夜
間
 

湯
温
 

℃
 

分
後
 

残
湯
量
 

未
満
 

湯
量
ご
注
意
 

以
上
 
Ｌ
 

湯
温
設
定
 低
 

中
 

高
 

自
動
 

節
約
 湯
温
設
定
 

ス
タ
ー
ト
／
ス
ト
ッ
プ
 

ブ
ザ
ー
時
間
設
定
 

湯
温
表
示
 

℃
 

ブ
ザ
ー
 

　時
計
 

セ
ッ
ト
 

昼
間

　夜
間
 

湯
温
 

℃
 

分
後
 

残
湯
量
 

未
満
 

湯
量
ご
注
意
 

以
上
 
Ｌ
 

湯
温
設
定
 低
 

中
 

高
 

自
動
 

節
約
 

リ
モ
コ
ン
 

リ
モ
コ
ン
 

リ
モ
コ
ン
 

ケ
ー
ブ
ル
 

リ
モ
コ
ン
 

ケ
ー
ブ
ル
 

埋
込
み
 

ボ
ッ
ク
ス
 

¡
リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
同
士
の
中
継
は
誤
作
動
の
原
因
に
 

　
な
り
ま
す
の
で
、
や
め
て
く
だ
さ
い
。
 

¡
リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
は
電
源
電
線
と
離
し
て（
約
5c
m
以
上
） 

　
配
線
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ノ
イ
ズ
に
よ
る
誤
作
動
の
原
因
に
な
り
ま
す
。 

【
お
願
い
】
 

リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
 

を
P
2に
差
込
む
 

ク
ラ
ン
パ
ー
で
 

固
定
す
る
 

リ
モ
コ
ン
ケ
ー
ブ
ル
口
 



絶縁パイプ GT-60B,GT-61B（別売） 

脚部カバー  GT-B460S（別売） 

（寸法単位：mm） 

Rp3/4

Rp3/4

A

別売部品 

T020260A

寸法変化表 （寸法単位：mm） 

形　　名 
GT-60B 
GT-61B

A
1050
550

475

145

969

140

23

3

2

4

5

7

6

1

8

部 品 名  数量 備考 材質 品 番  
前面カバー 1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

1

1

2

2

2

4

側面カバー 

支持板Ａ（右） 

支持板Ａ（左） 

塗装鋼鈑 

塗装鋼鈑 

亜鉛メッキ鋼鈑 

亜鉛メッキ鋼鈑 

支持板Ｂ 亜鉛メッキ鋼鈑 

ツマミネジ 

ワッシャ 

タッピンネジ 

M4×10

4×6

SRG-3764SA-BL、SRG-4664SA-BL


